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国 語 科 教 授 法 に 関 す る 文 献 分 析
一

わが国にお ける註解力研 究の概観一

一 各 教 科 教 育法 に 関 す る 數育心 理 学 的 研 究　W （国語 科 　そ の 2）一

広　島　大　学

吉 司「 区良

ま　え　が 　き

　国碩科教育法 に 関す る文献 と して あげ る べ きもの は し、

な は だ多い 。した が つ て ，Fl
．』
4 科 教育 法 に 直 接 もし くは

間養 に 重大 な影
k・を 及 ぼ した 循 ／L ，．N コk：を も1笥 ）て，そ

の 文 、祇 Fi 球 を 作戎する こ とは ，容易な こ と で 1，，な い 。さ

い わ い に ］ 馴 教 育 に 関す る 丈 献 口球 は，か な り：ll 訓 な も

の が す で に 予 に 出て い る の で ， こ こで は 「工．同　柴育

図係 文献H 録所 取 干IJ行書」 の 項 に，こ れ らの うち の 主 な

も の を ま と め て 掲 げ た 。

　次 に，「各 教 科 教育法に関す る教育 心 高 廷的 研 究」 で ，

わ れわ れ が 鈷 に 問遺と し た もの は ，国副
’
，敦喬 二 の うち

読 解 力 に 臥 す る もの で あ り， ま た 最 近 国 吾教 再

’
界 に お い

て も ， 読解 とい うこ とカ ＿要な陽題 の ひ とっ と して と り

上げられ て い る の で， 1
一
皿．読解 力 に 搴、亅す る文 吠」 の 須

に ， 読解 力 に関す る もの を ま と め て あ げ1 皿 ．に お い て

これ らの 文献 こ 基づ い て わ 力 囚 に お｝ナる 」広解 力 研 究な 概

観 し ， 今後 の 研究 上 の 闇題点を 指　 し た 。1 ．ff．とも，

丈献 は 君者名 に よ つ て 五
一
［占順 に緋 列 した。

　 L お よび ff．の 両項 と も， 筆者 の 目が 蟹 か なか っ た

た め に ，また 内 容 に 目を 通 し え た 丈献 の み を掲げる こ と

に し た に め に
，

数 多くの 交 献 が もれ て い る こ とを 恐 れ る

もの で あ る。特 に ∬．の 項 に お い て は ， 読解 力 そ の もの

を 対象 と した 調査的もし くは 失験的研 究で あ る もの に限

り，読解 の 規定 要 因 に 関 す る研 究 は除 い た の で ，読 解力

に 閥す る重翼な丈献で も，
こ こ で は 割愛 され た もの もあ

る。

　 こ の 丈献 目録 を作成す るに あた つ て は ， 広 b．，t 大 字 教育

学部国語 詐科 の 野 地 助 教展か ら適切 な助言 と 丈献閏覧の

便 宜 を 与 え られ ， 心 理学科 の 大学既 学生 隈江月晴君の 助

力を得た 。 こ こ に 記 して 感謝す る 次第 で あ る。

1．国語教育関係文献 目録所収 刊 行書

（1） 下 井 。 阪 本 。 砦 淵 。 X．．沢 ： 円 君 教 育，教 TJ 研 湘 事

　タ運，　金 ヨ　占厂，　E召29，　594〜622．

〔2｝　 目語 r 捧食 1．、：ll， ： ［「詐 r ←辞典．　東京 室，　日召30．

（3） LI立 口語研 究 所 二 国語関係刊行≠ 日一昭 脳 17年 か ら

　昭 和24 革ま て 一
， 国立 1

−
l− 研 究所 資 料集王・秀 秉 出 版 ，

　 1950．

（4） 国立 田語 研 究所 ： 明 洋 以
・i　Ell

一
で を関係刊 行書目，国

　 立 コ1，E研究所資料
イ 4 ，秀火 出版，1955．

（5｝ 国宝 国
一

gif究所 ； ］TI薔年盛 秀英 出版，昭29，昭30，

　 口召31，　Flh3P“，　Ll　r33 ．

（6｝　輿 ）
’i丶メミ： 「1

＝一
枝育 丿亠1、r1命 e 　e ！倉害 ll　， 昭 27，　297rV347．

（
「
「）　　ジ，丁麟華を肓　　∫： 国　、

・m　
−
il文≧汐総 目yl

．一．L召禾020 年8 月〜28

　年 7月一・望 文 ：／
’t’

昭 29・

幗　．卜甲≠
一 ： 参考女献角説 ，明涯，図tl 亅「ド［ヨ語教育第

　 4 巻　読 み の 学 習 指導．呱 1 図G「，昭 30，380・v391 ．

〔9〕　　匚毳石 大 ニ イdz飼　： 匚」ptt 教 育 舌｛無．　東 京 重，　「i召25 ．

〔工o） 飛田隆 ・輿水実 ： 団語教育資料，国 utk 育蕭座第 6

　 巻．　：刀江 1
−f院，　巨召25・

  　西 尼 実他 編 ： 国語 教 肩 辞典．朝 倉占店，昭 32．

腰 　平井昌夫 ： 凵看教育ハン ドゾ ッ ク．牧書店， 昭30・

　ω は 「国、看教 育 」 の 項 を さ らに 国 譜 教 育，14」語教育一

工団幸敦盲 の 心 理 ， 1【国語科 ， 皿 国字 問題，W 方 言 と標

準 語，の ）．ltこ分け，それ ぞれ の 項 の 終 りに 主 曳 田行 占を

渇げ て お り，特 に 1 に は ，か な り多 くの 急誌 論丈も含め

て あ げて あ る。こ の 他 に 雑誌論文も含 め た 文献 冒録 が 掲

げて あ る の は，  と〔了）だけ の よ うで あ る。 〔5）は 「第二 部

文献 」 の 部 が ，雑誌論丈，新聞記 事，刊 行図書の 3 部分

に分か れ，そ れぞれ さ らに 小項 寅別 ， 亀しくは 月別 に関

係丈献を 記 よして い る 。   は雑誌掲載論丈を前篇 とし，

主 要単行本 目録を後肅 と し て 掲げて い る。  も〔7＞も，戦

後の
一

定期聞だけをお お つ て い る に 過ぎず， 結局雑誌論

丈に つ い て の 目録 ｝ままた 　成 され て い な い こ と に な る 。
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吉 岡 ： 鬨 語 科 教育法 に 関す る 丈 献分析 51

　 交献解題を主 と した もの は ， （6＞， （8｝， UO）で あ る 。 ｛6）で

は わ が 国の 国語教育理 論 の 水準を 示 す と い う意図の も と

）
（こ ，　1 ，国壽吾教育 。 「耄「言吾教育理 言命，　2 ．　学習…鑾i本語，　3

教育課 程 ，
4 ．学習指導の 原則，5 ．掌習揖導 の 過程 。

形 態 ・評価 ， の 5 項 目に 分け ， 約30孵の 主 要著作が あげ

られ て い る 。 〔8｝は 終戦 以 来昭和30年 3 月 まで に刊行 さ れ

た ， 読 み の 理 論 と指導実践 に 関す る単 行 本 の うち か ら，

代衷的なもの を発行順 に 紹介解 説 して い る 。 〔10］の 「国語

教育丈献解題」 の 部 に は，〔8）の 筆者 が 戦前，戦後の 国語

敦育書中 重要 なもの と して そ れぞれ20冊ずつ を あげ解題

して い る。

　 特 に 国語教育 に 関す る もの と して あげて あ る 文献数 が

多 く，網 羅的 で あ り，ある い は 収 録 期 聞 が 長 い と 思 わ れ

る もの は ，〔9），（工⊥），〔1zlで あ る 。 〔9）は 明 治 元年か ら昭和 25

年ま で の ， 国語教育
・国語問題 ・国藩学闘係 の 書名 ・著

者 を 年 次順 に あ げ て い る。〔ll臆 明 治 初年 か ら昭 和 30年 に

至 る ま で の 主 要な国語謝係書の 国録 と して 作成 さ れた も

の で，年次 別 に ， ユ．国語教育基礎 理 論，2 ．国語教育

一
般論 ， 3 ．国語教育 の 実際 指 導 ， 4．国語教育講 座 。

双書 。シ リ
4 ズ もの ， 5 ．関係藩科 学 の順序 で 排列 して

い る。  は 国内の 国語教育関 係 丈献 目録 と， 外 国 の 国語

教育関係 丈献 目録 とか らな り， そ の
t
）
’
ら前春 は ，実 際 に

利用 で き る とい うこ とを考えて 1946 年以 後 の もの に 限つ

た と し， ま た関運分野 の もの は，その 問題 を 調べ る な ら

．ば，こ こ に あげ て あ る ぐ らい の もの は 目を と お す の が 喜蓋

ま し い とい う程度の もの に 止め て い る。分類は 図霽分類

・に よ らず，ユ6項 目に分け，それぞれ の 頂目内で は ア ル フ

ァ
ベ

ッ ト順 に 排列 して あ る 。

皿 ．読解力に 関す る文献

（1） 青木孝頼 ： 理 解 の 面 よ り見 た る慓準学力検査 の 検討

　 一 現 行 の 学 力 検 査 （国 語） は 理 解力を 果 た し て み て

　 い るか
一

児萢 心 理 ，9 ，昭30，114・）12L

〈2） 稲垣金蔵 ： 小学校 児童 の 読解力は どうあ るか・実践

　 国諄吾，　15，　日召29 ，　工丿ヨ暑，　47〜53・

（3） 久保舜
一 ： 学 力調査

一一学力進歩 の 予診
一

福村書

　 店，昭31．

（4｝ 久 保 良英 ： 読 方 科 に お け る教育測定・児童研究所紀

　 要 ，　第 5　・　6　。　r 含 輯 ，　プ¢13 ，　353”） 408．

｛5） 倉沢栄吉 ：昭和31年度丈部省学力謂査をめ ぐっ て一

　 一
結果 の 利用 と注意点

一
文 部 時 報，　 No．954，昭

　 32，　14〜 20．

16） 国立 教育研 究所 ： 国語 の 学 力検 査間題の 作成 に 関す

　 る研究，国立教育研究所紀要第
一
集 清水書院 ， 昭25．

、｛7） 国立 教育研 究所 ： 全 国小 ・中学校 児 童 生 徒 学 力水準

　 調 査 （第
一

次 報告）昭和 27 年度 　国立 教育研究 所 ， 昭

　 28，

〔8） 国 立 教育研究所 ：昭和27年度全 国小 ・中学校 児 童 生

　 徒学力水準調査 の 実施経過 と結果 の 概要・丈部時報 ，

　 NQ ．914
，　昭28

，
50〜59．

（9） 国立 教育研究所 ： 全 国小 ・中学校児 童 生 徒学力 水準

　 調査 （第二 次 中闘報告）昭 和28年輿 国立 教 育 研 究所

　 昭29．

働　国立 教育研究所 ； 金国小 ・中学校児 童生 徒 学 力 水準

　 調査 （第 三 次 巾購1報告）昭和 29年度 国 立 教 育 研 究 所，

　 昭31．

ω 　国立 国語研究所 ： 鹹譖の 学力標準設定 に 聞す る調査

　 研究。昭和24年度国立 国語 研 望巳 所 年 報 　 1 ， 秀英 出

　 版，　1951，　183・v209．

衂　国立 鬮語研究所 ： 鬮語の 学力標準設定 に闘す る諤査

　 研究 。 昭和26年皮 国 立 国 語 研 究 所 年 報 　 3 ， 秀英出

　 几藁，　1952
，　62N90 ・

圖　国立 国語研究所 ： 少年 と 新聞
．一

小学生 。中学生 の 新

　 聞 へ の 接近 と理 解
一一

国 立 国 語 研究所報告 6 ，秀英出

　 ∫仮，　1954．

働　国立 国語研究所 ： 入 阿期 の 言語能 ノブ・国立 国語研究

　 所 幸艮告 7
，　秀英 と巳版，　1954・

  　国立 鬪語研究所 ： 低 学年の 読 み書き能力，国立 国語

　 研 究所 報 告 10，秀英出版 ，
1956．

〔1印　四 立 嗣語研 究所 ： 中 学年の 読み 講き能 力．国立国語

　 穆陟亮）り〒玉隈告工4，　秀英 出！阪，　1958。

  　輿水実 ： 昭和3上年度文i釜陪 学力調査をめ ぐつ て・一国

　 語科 の 闇題作 成 の 趣 意
一・

丈部時報 ，
No ．954

， 昭32
，

　 14〜20 ．

衂　榊 原 清 ・ 佐 藤 泰 正 ： 読書 の 心 理・口本丈化科学社 ，

　 昭28．

（19｝ 阪本
一一

郎 ： 読 み と作丈の 心 理・牧書唐，昭 30‘

  　志 波 宋 吉 ： 文部 省教 育課 程 実験 学 校昭和 25年度 研 究

　 概要　（国言吾）．　　初等教育資料 ，　14 ，　艮召26 ，　25”一’26．

（2D 島津
一

夫 ： 兇 童の 読 み 書き能力・児 童心 理 ， 5 ，昭

　 26　　800（v804 ．　　，

働　滝島壮三 ： 実験学佼研究報告．初等教育資料 ，
28

，

　 日召27，　24rV27．

  　続 有 恒 ： 中 学生 の 国語学 力 の 現 状・児 童 心 理 ， 9 ，

　 H召30，　204ヘノ210．

軸　二 宮綾 子 ： 読方鍔等児 の 読方 に つ い て ．O ，◎，⇔

　 敦 育，　5，　口召12，　288〜 296，　435．v443 ，　713tv726．

  　 口本教育学会学力調査委員会 ： 中学検生 徒 の 基礎学

　 力・策 京 大 学出版会 ，
1954，

’
  　 日本教職員組合 編 ： 日本 の 教育

一
第 2 回 全 国教育

一 187、一一
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52 教 育 述ts 理 　壁 看汗究 　第 6 巻 　第 3 ・号

　 研究メこ会　侵占計　　　岩諺こ
ヨ
Tl苫，　目召28，

  　口本教駄員組合糊 ： 口本 の 教育　　第 3 「
．
「全 口教育

　 イtTr究ン賢会報告　　　　第vaノ丿 川｝・　岡二L社 ，　昭 29．

  　 日本教職員組合編 ： 日本 の 教育　　第 4次 教畜研充

　 会 全 国鉦 会 振告　　圜土 社 ， 昭30．

鶴　早瀬松 蔵 ：読 方 7 査に 於 け る評 点 の つ け方．教育 心

　 理 研 究 ，　4
，　H召4 ，

530〜538，

鋤 　尿 田夭
．
雄 ： 学 力調査iの ね ら し、 と結果 の 慨要．初等教

　 育聲零｝83，　1957，　2eN23 ．

勸　広 島ワ 散育 研 究所 ： 教為条斜が 学力 に 及 ぼ すみ幽 」一

　
一．

昭羽 27年度学力水準
一
リ査藏告 ど 　、

一
広 鳥県玖育研究

　 yり了糸＿〜・要 4 ，　日召29．

  　広 島県教育研 究所 ： 賑乍28年反 学力水準 弱 査 ￥，：告

　　　 自ご評価 の 丁 丿［に 代え て 　　広 島県教育研究所紀

　要11，　日召29・

  　飯 川勝太郎 ： 読仰 亘う欠 陥 と その 刈隶．穴義 巨IG・，　17 ，

　昭31
，

ユ0月号 ， 2N9 ．

餬　松木滝自≦： 冂
一
E科 ブ尹指導 1去の 盲点をさ ぐる．宍成

　 Lゴ1

．
吾，　13，　日召27，　12月・

巧，　28〜35．

〔35〕 私本滝臨 ： 国語学監詣 等 ⊥ の lili，：i丿、こ， 実L蝿 岡鶸 16

　 0召30，　7 月号，　43・v58 ．

圃　三 好稔 。証 浦
一一

扇 ・吉岡
一

郎 ・村瀬「1 男 。私 山 俊夫

　 ・井上厚 ： 乱 解力 の 発崖  ．口 木心 ユ ゴ会第2ユ回 丿全

　発衣 論文抄録 ，1957，165〜168，

勸　　好稔 ・古浦
一・

郎 ： 学業不1，A児 に 関す る教育 心 理 学

　的研究
一一

口国 pp 科　。ナ解 力の 発逕的研究嘱 に 学叢不振

　 児 を Lド心 と して 　　 口本 心 理 掌 会 bu21 回 大会 筅 p 　 I女

　抄 〆“．〈，　1957
，　278N279 ．

鮒　丈部 舎 ： 誌解 の つ まず き と その 指 道 〔1〕．初等教有研

　究亘 料第皿 集，博丈堂フH召31．

黝 　文 蝦 ぴ 読 解 の つ まずき とそ の 指 導 憐 初等 。文育

　研 兜 資料 み X 「酊「集，明 治 図吉，昭 3L

毎 　文 部 tf ： 全 rTI学 力 τ円査 半蚤｛匸 吉　　「1口
e 数学：　日召不rT31

　イ「Bこ・　フヒ勧く 1
、
】三

7
茄」∫rr」，　口召32、

〔41） 文 rr陥 凋 査 局 調査 厂県監 重5 ： 丈 音［1省 全 田 茎力 丿1査

　解認 と問題 別 の J！（IK 　 帝 囮地 方行改学 会，昭32．

〔描　丈部省調査局 ： 昭 bli・31年茂学力凋査結 n　 r
’
1遺ガil検討

　（2）．夊部時 根，No ．959，1957．93〜83．

  　丈 部名 調査 商 訪 査 課 ： 中 ・广 写学校 国 壬 学 力 調 査 問

　咫 　　Hir和31年度 ｝国学力 調 査 　　中 等教 脊 資料瓢 一皿

　 2 ，　昭32，　1 ’^5 ，　25〜29．

〔4di　丈斉瓢省謂査局 1凋査課 ： ロ召和131圭拝艮 文音5省学プ」調査を

　 め ぐつ て 　　全 」ユ学力謁査 の 結果 の ｛〉腰 ・文 部時 級，

　 No ．954
，　旧イ132 ，　21N38 ．

  　携 田王久 ： 卒業期 に お け る劣 等児 の 読 方 能 力．教脅

　，ひエ上L研ヂ巳，　12，　目召12，　591〜594．

  　 1．［1本徳行 ： 黙読 理 解力 に 闘す る研究・教育 心 理 研 究

　 5，　口召5 ，　488〜 518．

睇 読 み 占き能 カ 月査委員会 ： ロ本人の 読み 書き能力．

　勇ぎ后（．丿く学 t［：り阪会，　1951 ．

皿 ．わが 国 【こ お け る読解 力研究 の 概 観

　 IT．に あげ た 文献 に 五つ い て ，わ が 国 に おけ る読 IJF力

研だ を 凱観す る と共 に ，そ の 岡遺点を 重
し

抻す る の が こ の

項 の H的で あ る 。

L
解 の 過程 は 複雑 〜こ，屈 互 に 閨違 した

過程 で あ る の で ，冂匙 と し て と りあげ る 角度 が 異 な る と

同一・
の 文 訣が く り返 し て と りあげ られ る こ と に もな り，

また と りあげ る泊炭その もの も，相互 に はつ き りと 区別

され うる もの で は 順 く， 以 下 の 〔工〕，　〔2 〕　 ……な

ど の 区 別 も便宜 的 な もの に す ぎな い 。

　〔1〕 われ．わ れ 2）旨 語活動 は，　 。rす ” を」
障 く

” “

書

く
”
　
“
読 む

”
の 41」：域 こ 分け られ ，nJ 一解 力 は

“
読 む

”
領

域 こ閥す る もり で あ る 。 わ が ［司の 田
五
教育 に お い て け ，

“
面 む

，e
徹蜘 ．で 1辷も と よ 1）， 国轟教育 の 全 体 の 中 で も

訛 解 力 a 指 導 こ か な り五点 〃 お か れて きた よ うで あ る。

  に よれ ば，小 莞校 教師 に 読 方科教育洳1冗 に お け る要素

の 佃lfr葭の L重 の 順位づ けを ， 字年区分 ご と に 行な うよ う

亙＊ し た と こ ろ，低 e中 写年で は 譎 み，竹取 ， 飜 の 解 釈 な

どガ
丁
親 さ れ る の に 反 し ， i。1 学年 （5 ・6 年）で は，大

； 把促，文の ！h釈 ， 読 み な どの 夏4 が二視さ れ る傾 「角か

認 め られ る とい う乙 と で あ る v した が っ て ，匹L「橘ズ育 の

ひ とつ の 仕 上 げ の VSfilに お い て は，該誘 トカ が ．T 　n ，されて

くる と い うこ と が て き よ う。地 方 の 教育研究所 が 作底 し

た 冂語科 学力 孤
爿

王：闥返を 分析 し，締 査 す る能 力 別 に 問退

数を工 ． iした 結果   し よ る と，
”

女蕈訛解 の ガ
’

に 関す

る同，こ妖
♂
1
最も多 く，つ い で

‘’
文 沖 の 力

”
，

“
濫 字 の

カ
”
，  肩渠

”
に 闘す る 問 遼の II頂に な り，ま た 9 僅 の 学 力

桓査 の うち，　
“

文
兀
卜 誌解 の 力

”

に 閣す る 円磁 を 含 ま な い

検査 は ない 。上 述 の U査
＊ 果に は，

’
畤 の 1了「吾教育思潮

と か ，用 い られ た 学 力 検 査 が ペ
ーパ ー・テ ス トで あ る の

で ，　
“
託す

”

　
‘し
聞 く

”

に 闘す る 検聳が お こ ない 難 い こ と

な どが 反映 して い る力 丿 ，た だ ち に
一

般化 す る こ とは 危

険で あ ろ うゴ，わ が 国の 巳　陵育に Z
鹽
い て，読 解 刀 が 「我

装 な もの と され て きた こ と は 疑 え な い で あ ろ う。 た だ し

口木教職 良線 合 が 寸
’
こ なっ て い る ， 全 匡1教 育 研 究 大 会

（もし くは 教育 研 究 △ 国 集 会 ） の 報 告 鮒，伽 ，   に は，

読解力 に 閾する研无報含 は 多 く見 られな い 。

　〔2 〕 読解 に関す る失験 的 研 究 1劫 「常に 少 な い 。矼9）に

述 べ られ て い る現 実 発 生 （Aktualgenese）に 関 す る研 究 は

数 少 な い 実険的 研 究 の ひ とつ で あ り ， 読 み の 過程力 相 互

一／88 一
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遂 関 的 な，力動的 過 程 で あ る こ とを 明 らか に して い る。

　〔3」　読解力研究 の 多 くは ペ ー） R　V−・テ ス ト に よ る
’
El

査的研究 で あ る 。 そ の 中に は ，サ ン プ リ ン グ に よ る全匚1
酌 蝿捷で の ，読 み 浄き 能 力調 査 や 学 力 調 査 の 一環 と し て

お こ なわ れ た もの もあ る。こ れ らの もの を 調査略勘 の 順

に あげ る と次の とお りで あ る。昭 和23年 に は ，読 み r．1 き

倉2プフ調査委 員会 〔4了）ヵミ
，　152 』

」こ疋一k65＊ ま
い
麿q） 日本ノ、を 文」象

と して お こ な つ て お り， この 調査の
・・
都 をなす もの と し

て ，小学校 5 年生 以 上 高 等．2 校 3 年生 まで の 児 ｝i ・ケ 徒

を対象 と し た 学校 凋剤 6｝，  競 3 こ なわ れ て い る u 昭和

26仔 ぺこは，日木教責学会学力調査委員会飼 に よっ て ，中

学 3 年生 を対象 と した 義務散有終 了 「痔の 学力 刀 左の
一
環

と して お こ なわ れ て い る 。El／「和 27 ド に は ，文 部 名   が，

勗解 の つ まず きの 研望
．
を

ト

日 的 と して ，
／1学校児

壷

に 対

す る剥査をお こ なつ て い る。なお こ の 調査 り 結 隶 か ら煢、

じた 頻 感を 明 ら か に す る た め に，昭 和 301 に も同 じ 目的

で 調査が お こ な われ て い る嚠。｝ri立 敦 ，∫研 究所 は ，昭和

27年（っ， ｛8｝，昭和28乍酬，隔和29 「圃，の 3 力 年 に た わ

つ
驢
て，　　企 『i4、　0　9，4 掌校 り己　t齟彑＿健 グ）　r　ブフフt’（準 曙つ実 魁：を 1男り

汽 こす るた め に
， 小学校 6年 生 お よ び 巾野校 3 年並を対

な と し 九 湾査 を お こ な つ た。こ の 　危 の 劃査 に 1 い られ

た もの と i厂］ ・
の 倹査嗣題 を 用 い て ， 地方 の 教育耐 九 所が

狐 肖の サ ン プ リ ン グ に よつ て 実 施 した 祠査 σ）和 果 は ，地
・

’
」 の 教

．
、、研 究 所の 紀要 に 数多 く 俄 冂

・
さ れ

’
ぐい る 〔た と え

は弱，鋤〕 の で あ る が，丈献 Lj録 に は
一k あげない こ と

に した。Ll本 教職 員組合学力凋査委員会  は貼 和 28 郵

に 小 学 横i6年 老 と 中 二壬 佼 3 年一Lを 対 身、と し て 学 TJ
調 査 を

お こ な つ て い る。昭 和 31年 に は ，文部 Tkf  が
， 小学校

。

巾学校 ・  尋羊佼 （高鮮 掌校 で は全 H 刊，XL」1
り 胡 の 課 程

Jノの の 最扁 学：年 の 児 重 ・1’
徒 を 刈象 と した 学 力 調 瓷 を 犬

施 し た 。こ の 月 査に つ い て は，  ，吻 ，鋤，〔411，［2i，孅

！個，な どに ，蓮 々 の 角度か らの 中既発 f ゴ
’
宅 な わ れ て

い る。

　〔4 〕　上 述 の
／

国 的規 反 の 読 解力調 査 に 阻 り ず，一．・
般

に
。，し解 力 の 門筑齢 研究 に お い て は ，調査同題その もの に

lxlして 考慮すべ き間出 点 が あ る 。 そ の 弟 ユ は 司査問廊 の

lh難度力．旭 切 で あるか 否か を 涙 定 す る 客 觀的基鷲
’
が 見 出

さ れ鑑 い とい うこ とで あ る。こ の こ と は ， 読解 を 典求す

る 問逗 の ，素材 と して の 文草 に っ い て も， Q問の しか た に

っ い て   同様 に あ て は ま る こ と で あ り，し た が つ て 素材

や 試問の しか た を 共 にす る ば あい に は，そ の 成 賦 を 直桜

に 比 較 す る こ と は で き
「
な い と い うこ と に 』な る。もち ろ

ん 調査 目的 に よつ て は，一
溶 の t「

隼 を た て る こ と も不 可

能 で は な い 。た とえば幽 の よ うに，「日本「眠 と し て ，こ

れ だ けは ど う して も読 ん だ り， ＃い た りで きなければな

ら ない と考えられ る
， ”

1！tt：の 社 会生 活 ビ 営む うえに 必 要

な丈弓 ；1投を侠 う能力を 祠 べ る こ と」 を 目的 と して い る

ば あ い に は ，到注 口臼 准 基準 と して 凋 査 聞遜 を 作成する

こ とが で きる 。 し か し こ の ばあい と て も，文子 とか IE．の
一
売

み， 井取，意味な ど につ い て は，現代 の 杜会生活に お い

て それが 用 い ら れ る頻 度 を，」［較 的 容易 に 明 らカ に す る

こ とが で きる の で ，そ の 頻度 か ら目畑 芝は 客 観 ド1勺に 規走

さ れ うる の で あ るが ，セ ン テ ン ス … “ ラ グ ラ フ の 堅解 に

関 して は ，その 複雜さ の
．
牧に

， 容易 に 出九 頃度を明 らか

に す る こ と が で きず，した が つ て 困．、、反 の 適否を客覲的

に 1・S．　V．定 し雄 い こ と に な る。学 後敦育 の 刻 倉で あ る 児 童

・生健 の 詫解 力を 謌杢す るば あ い に は ， 学．璧扣麝姦 領 ビこ述

べ られ て い る 剛 ．訊
⊃，それ に 玉つ い て 蝦 成されて い る教

利詰の 内審 を f掛か りに して ，学 年 ご と の 到達 目摂 を設

短 し こ れ か ら困 kh度 を 決 N す る（6）， （7］， （9），ω， 1調 ，

1：31］）e （SO）こ と も
「
σき よ う刀 ，一

】百侮こお し、て ， 字 r’才旨導 ：要

領が 規定 して い る 」1候 め

教科　ら 休ボ そ 琶）もの は ，か え

つ て 認 解 力 の 発 達 1災階 に 即 応 した 』の で なければならな

い 。 し た が つ て ，豚 こ詭 解力の 発磁 を研 究す るぱあい に

は ，

II
査問題の 困蜘良を 决疋 す る こ とが 非常 N 困難 で あ

る と い わ ね ば な ら な い ．

　第 2 に，読 解 力 の 刃fIl 題 ま，そ れ に 穿え る の に 発 表

力 を も必要 と す る もの で あ つ て は な らな い 〔の 〕 の は い

うま で もない が ，順 一よ れ ば，文草 の 衷 点 の 把 捉 と人 意

の 犯捉 とは ，美なっ た 心 r1、伝脂に 捲つ くもの
ゲ も る 。し

た が つ て 　聾力を T
！

今 的 に 凋 査 し よ う とす る な らば ヨ 大

蠧 や 要 ，！：匚の 把捉に 1邦す る旧 」題 の み な らず ， ｛P 二指抽さ

Z
「
して い るよ うに ，丈一≧的 丈卓 で は ，1’IJ雇

傳人 物 e主 題 ゜

軸 想 。件 腎の 心お な ど，救｛叢1i勺丈 耳 で は Y
’
1　．1
’・要 点 。大

愚
・帰 ぐ

’。筋な ど ， 上 ；颪酌 文 ≠で は．k柄 。虫．、い ，冐件 ・

大 要 ・作煮 の 立 場 な どな た ずh て ．読解が 要 求 さ れ る種

々 の ≡釧 諦 こつ い て 認 匿す る と と もに
， 丈二、：の 本芒〔に 尸 し

た 言殳閥を す る よ う心 掛け る べ きで あ る。また 調 査が 総合

的 で あ るた め に1ψ， v｛査馬 曝 ¢ ）素材 とな っ た 文 斗の 柱煩

（諺 「［1丈，象寸卩i雪文，、，．、な ど） よ りも，丈准の 「L 這 そ の も

の の
Ii’
が，読解 に 対 して よ り強 く作 用 す る こ と〔1，：　Sl：，単

純な交章内の ⊥ 、吾や述 L を指 創 す る こ とに お い て さ え も

置15コ の 仔雰児 と学 業不 振 兇 との 隙 こ は ，明 らか に 差 が 認

め られ る こ とBDなどが 示 され て い る 以 ヒ， 蕭 と 1．、｝と の 関

係 ， 文 と 文との 関係，段藩 と 段落 と の 関係 な ど ， 文
．
；構

造 の 複雑 さ の 程 々 の 設陛 に お い て ，関 係 が い か に 理 解 さ

れ るか を 解明す る に た る「題 が 含 まれ るべ きで あ ろ う。

飼 は こ の よ うな忘 凶 を もつ て お こ なわ れた もの で あ る。

しか し な が ら，馬越の 身材 と し て Ajい られた 文 車 の 秤 類

が ， まつ た く謐解に 影！± しない と い うこ とは で きない
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；．Jの 准 解塩 寅ば ，童 話丈，科 学丈，手 紙文 に 比 べ て 動 揺 が

多く〔  〕，   と同一
の 園遉 に よ つ て 調査 した と 考え られ

る〔鸛〕で は ， 叙 京文 の 曳 題や悁 量を と らえ る問題 と，生

活的な文の 要件や要 点 を と らえ る 問
mL5

と で は，依 者の 成

瓶 が か な りよ い の で あ るが，そ の 原 固 は 容易に 沃 ん し難

い と して お リジ また，1：ゆの 田題に よっ て 副査 した温果〔岡〕

に よ る と，同 じ く要 旨を ま とめ て つ カ ＿ジ種飯 の 設 問で あ

つ て も科 学 的 解 説 交の 成狽 が 最も よ く ， 科 学泊 で な い 解

説文 ， 丈学 的 な文の 順 に 要旨が つ か み ル，くな るの で あ る

が，理 解 とい う向 力 ら見 る な らば，ボ ｝約解 　支 が 征 「つ

2 つ に 比 べ て 特 に 悪 か つ た と い うこ と で あ る 。

　弟 3 は 読解 力 検査間題の 妥 と「件 に 関す る閲遼 で あ る。

（1｝は 田語慓準手 力 検葦の うち の ，丈 r 理 解 に 関す る同題

の トf点 と，上L較的 理 解 の 能力を測 定す る と され て い る知

能検査 の IQ との 棚関 ， 丈早 理 鮮以外 の ド蓮とス頃旨翼査

の 柘 浅L お よ び ヰ・力 検査 く．．体 とンLl1能倹 査 と の 栢 ixjの ，

3 種 の 相［支1係数を算 出 して それぞれ を 比 軟 し た と こ ろ ，

こ れ ら3K 一
の 貼 こは，編L ．十的な も 息差 が 認 め られ な か っ

た と して い る 。 こ の 研究で と り あげられ た 学：力 倹 査 や 知

能 検 査 の ：頂 を 吟 昧 す る と と もに，他 の 捌 確 査や 知 能

歴査 と の 閧係を調べ な ければ，一
黻 的 な 序

’−
1ぽに 下 さ れ な

い で あ ろ うが ，読 解力を 測 £ す る 口的 で 作成 され た 問題

が ， は た して 読解力を測定 して い るか 否 か に つ い て は，泳

甚な 1．，よを払 う必 要が あ る。読解力検査 の 妥＿1「上を 高 め

る た め に 畝 ，〔IDに 述 べ られ て い る よ うに ，問班 の 9：
’1
，aと

なつ て い る 文 ，じ ひ と とお りわ か つ て も，難しい 式閏 が

出れば」 夊．＋．．の 呉 ／th　一．りも賈門 e）難易が 威　を規元する

こ と とか ，質問の 様式 に 恒 れ て い る か 否 か が 成 1L
二
を 左 右

す る こ とが 多い こ と，な と を考慮 し，迥 切 な，しか も経

駈 の い か ん に よ つ （／， 右 され な い よ うな投 「ゴn し なけれ

ば な らな い 。

　〔5 〕　検 査問題 の 五 当性 に も既ユ の あ る 問 題 で あ る が

党解 を 要求 され る 丈章の rl   破 ）る
齟
売め な い ，した が つ て

適確な 縦「もわか らない 文 1一が，読解 に 及｝きす影 」 、に つ

い て の 研 究 は か な り多く兄 出 され る。教科 占に あ る よ う

な 普通 の 文を用 い た 同題 と，それ と 同一・
の ［『遺 で は あ る

が，す べ て 淑 亭 に 読 み が なをつ けた 問題 の 2 種を 用意 し

出脇番号 の 奇数者 に 前者を，偶数者 に 後 蓄を J えて 調査

し た と こ ろ ， 大 意 の 把 捉 で ｝ま 3 年〜6年 の うち の 6年 こ

お い て の み 偶 数 召り 平 均 得 点 が 大 で あ り， 他 の 学年 で は

か えつ て 奇数者 の 平均得，LJの 方 が 上 で あつ た 。 また 要 舐

の 意味 や 指 示 代 名詞 の 指 示 内 容 の 把 捉 ， 会話 の 活 言の 指

摘に お い て は偶 数者が わ ずか に 優れた 成丸 を 示 した 。こ

れらの 結果か ら，一
般的に は 学年 に 相応 した文マ：で あれ

ば，読解に は 漢字が あ ま り降害 に は な ら ない こ とが 結荒侖

さ れ て い る〔2）D

　 〔エ1〕も汰掌や 『彙が 学年桐 当 よ りも下げ て あれば，読解

に 対 し て の 影嚮 は ない と して い る。鋤 は 読方劣等児を 3

謝 に 分け ， あ とで 大 意を た ず ね る こ とを 知らせ た 後 に 1 

読させ ，そ の 際 第 工群 の 児壼 こ は 読 め ぬ 宇は 15秒を待 っ

て 教え るカ 1 龍を訂正せ ず，第 ∬群 で は 計 不 能丈字 は と

ぼ して 読 ませ るが 曝 読 を 訂 正 し，第 皿 祥で は 読不能文字

け 読 み を 教え， 誤認 も訂 正 した 。 大意の 把握を目的的で

あ るか，半 口的 的 で あ る か，も し くは 反目的的で あ る か

の 3 種 に 分け て k 軍し た と こ ろ，必ず し も写 期 さ れ た よ

うな結果が 見られず ，
一般的 に 転 詭不能文字数 の 多い 児

童 に は 瀕 詬 の 多少を 通 じて 反 H 的 的 把握 が 多 く，誤読 の

多 い ば あ い に は ，訂 正 の 有 無 に か か わ らず，客観 的 把握

が 困難 で 主 観 日勺に 氾 抗 す る 傾 圃 が あ る と して い る 。 こ の

研究 は 失 1 的 で あ り， 興味あ る v の で あ るが，3 組 が 集

団 とし て 国語能 力 に 図 し て は ほ ぼ 同一
の よ団で あつ た か

否 か は 「qらか で ない 。
1踟 の 字校調査の 結木 に よ つ て ， 児 重

と成人 の 1r41 塘 比 較 し て み る り に ，か なや数字 の 青取

と読 み に お い て は，児皇 は 成入 とほ ぼ 冂 崔 皮の 正 礬 冬を

示す が ， 浜 子 り 読みや書取 百は か な り劣 り， 涙字の 君灰 と

読解 に お い て 1『こ，両者 の 正 讐率の 間に 天 差 力 認 め られ る 。

　〔6〕 露解刀 と国青の 他 の 訓 域 に「Jす る ，！能プ」 と ハ 鬨

係 を 明 ら か に す る こ とは ，航解 力 力 どん な 〜
「、の で あ る か

を 解 明す る うえ に ，ひ と つ の 彪を ギ げ か ｝ナる もり で あ ろ

う。 樹 の 調査問逗を用い た研究 四 で は，丈 ＿理 解 と読

み ， 文二揺 官，と 屆 収，読 み と 1 」反，の 3 但 の 、Ll匡 係数 が

．73
，
．58

，
．78 で あ ），チ頃の 変 丿 真係数が

一
凶 大 で あつ て

叉 1訌∫　 の そ れ 力 最小 で あ る こ とが 示 され て い る 。 〔6｝で

は，丈 ；の L   ， 凵 の 想 逗 ，
．』
1の 評知の うち で ， 全 休 の

成 1 に 項 も短 と，・を も L て い る も の は，小 学校 5 年 琶〜巾

t
’”

：校 繕 Lを遯 じて ， 語 の 認知 で あ る こ と， ま た こ れら

3・P　t2 つ ず つ 組 合 せ た ばあい の 柏μ］は ，ど の 学年に お い

て も，文 1 の 起 穉 と 瞬 の 認知力 最も高 く，文卑 の ユ「 解 と

語 の 想起 が 最も低い こ と が 明らか に さ れて い る。申‡校

2 年 生 に お い て ，文法 と1Jlec，虹貰 と涜解．の 2 つ の 硝

辰∬系数 を 比 較す る と ， i珂伯 の 方 が 高 い と い う伽 「司も見出

され て い る〔  〕。小学 2 年 生 に お い て，黙読 ｝こ解 と比 較

的楕関が 高 い の は ，宵読挾能 （．579），誌粟使 用 （．554），

看架 の 関係 （．　540），　 な どで あ り， 相闘の 低い の は ，　
a

果 の 理 解 （・235），　跳字 の 書堪 （，346），　 で あり， 文法

（．475）， 疾字 の 読 み （．505）， は 中 間 に fノ：す る こ とが

見 出 さ れて い る。しか し，これ らの 相関係数相 互 間 に は

有志差 は な い よ うで あ る〔  〕。幽 は，（9）と同
一

の 問越 で

譜査 した結果 ， 小学校 6年生 で は，聞 く力，表況力 ， 漢

字力の うち で ，読解力 と 成 も高い 相閨 が あ る の は 漠 字 力
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’

（．68） で あ り， 中 学擾 3年生 で は ， 聞 く力 との 相関が

最 も高い （．34） こ と が 見 出 され て い る。 閲 は，要点

把捉 と関係 が 深 い の は ， 交章完成能力や綴 り方 で あ り， 人

意把捉 は ， E理 力，冷理 的逆択力 1 算術，理 科 と の 関係 が

深 く， 岡 者 を 延 じて 高 い 柑関 の 瑠 っれ る の は ， 読 方 ， 地

理 ，四 史，レ 身 な E
’
で あ り，図画，体 撫 とは 両 岩と もに

相関は ほい と して い る 。 上述 の 堵絃 製 に は，一
貝 した も

の が認 め られ欝 い が ，
こ れ は相関係数その もの が ， 鞍鹸

集 団 の 物 ［生や ，謂 査 問 題 の 性 質 に 依亦 す る もの で あ るか

ら 当鉱な こ とか もしれ な い 。

　認解力 と llt ）他の 濃彪力 との 隔係は ，眦 舟1．丿Jの 放偵

と他 の 諸能力 の 成娵 と の 差 を る察す る こ と に よ つ て も明

らか に され る。こ の よ うな 比 較 は，
γ
れ らの lr斉能力を測 疋

する門題 の 本来の 囚 堆度が 同
一
で あ る こ と を 前抗 と し た

ぱ あ い に の み ll∫能 で あ る e こ の 前旋 が 正 し い と い うこ と

の 厳密 な 証 刀 は お そ らく不 叮 能で あろ うが，新敏育 、1、叮度

の た め に，世 に 喧伝 さ れて い る よ うに 学 力 が 低
一
Fして い

るか 否 か ， ま た 低
一
ドして い る とすれば どの 部1面 こ お い て

で あ る か を 明 ら か に す る と い う夫 際 的必要 と，コ 達 目漂

を 1 唯 と して
， そ れ へ の 到達 度 を 比較す る と い う意味 か

らは，一
応比較 が 可能 で あ る と い う型巾の た め に ，こ の

種 の 比 較 は 多 くお こ なわ れ て い る 。 国立 教b 研 究 リ〒の ￥

力 ゐ（準 刀 査 に よ る と ，〔7｝で は 濮 字 を 葺 く，要 人、1を 」ミに す

る，肋を つ か む ， な どの 能カ カ 力 丿，勧 で は 執 字 の 涜 み漢

字の i　 INりが 比 転 的 よ く， 働 で は 丈車茸元解 が 劣 り，汰 一兄

や 漢 爭 の 読 み が 優 れ て い る と い う結 果 が 得 られ て い る。

  に よれ ば，兄 ［の 口 譖学 力の うち，読解 は 比 軼的 よ く

語 の 読 み，署 の
ユ
r取 が 劣 つ て い る と い うこ とで あ る。「1

本 挟 育 学 会 の 月査   未 囲，飼 で は，中 学 僅 の 成 枳 に っ い

て
， 田語が 他 の 敦 丁斗に 比 べ て 悪 く， 特 に 理 解 力 が 不 十分

で あ り， 1 例 研 究 に ょ る と， 国毛 の 諸 「貞 敵 ）そ れ ぞれ で

の 取 高 と最低 の br、きは ，ほ ぼ 3 ： 1 で あ り ， 特 に そ の 晩

きが 大きい の は 交 の 埋 解 の 領域で あ る こ と が 指 捕されて

い る。丈 部 省の 学 力 調査 0に よれば1 読解 が
一・

般 に 悪 く

特に 小 。中学校 で そ の 程度が は なは だ し く，一・
敷 こ よい

の は 丈 卓 衣 現 の う 丿 ， か な つ か い や 文泣 で あ る Q （tJ）で は ，

尋 6 の 普通 rft級 で の AJE方 劣等 児 （在籍者の ほ ぼ 10％）に

対 して
， 東京 市読 方 テ ス 1・尋1 用〜

尋 4 眉 な施行 し た 結

果 ほ ぼ 尋 2 程 灰 の r売力彪力 しか なく， 占字力 浸も悪 く，

読 字，語旬 臨1釈 ，丈 肇理 解 の 順 に よ い こ とが 見出 され て

い る。相関係数 に よ つ て 能力間 の 関係 を考鉢 した 炉 合 と

同 様 に
， こ こ で も諸凋査周に

一・
貫 した 衂向 は 見出され な

い 。

　 〔7〕 読解 力 の 発 逆 を紙 断 的 に 研究 した もの と し て ，

（3）お よび〔14〕，〔15），　（161tsあげ る こ とが で きる 。 （3｝に は 同一被

験者を 9 カ 月後 ， 1 年後，3 年後に わ た つ て 追必謂査 し

た 結来が 述 べ られて い る。9 ヵ 月後 の 調査 で は ， 困譖学

力検査 の どの 下位領域 』万遍 な く進歩 して お り， 全 体 と

して は ，．994の 創鬨が 見 られ ，
1 カ・i後の 調 査 で は

， 丈

章理 解 で の 前回の 成 1鼠 と の 相関は．681で あ るの に
， 読 み

壽取 りの ぞれは ，
．875，、850で あっ た。また 8 年後 の 湖査

で は，そ の 時 に 中年校2 年生 で あるもの に お い て は ， 丈

卓理 解 ， 読み ，   取 りの ml 口 の 成績 と の 相 関は ． それ ぞれ

．57，．80，．73 で あ り， 3回 目 の 弩 査 時に 3 年生 で あ

る もの に つ い て は ． そ れ ぞれ．64
，
・80

，
．74で あつ て，丈

皐 埋 解 の 和関と鷺収 り ・
党 み の 梢 相関との 幽」に は 1％以

ド，吾 取 と 涜み と の 同に は 5 ％ の 危険率 で 有 急 差が 見 ら

れ た 。 3 口受険 した もの の
投 案 に よつ て ， 検査問題の 吐

質 を 吟賺 し た と こ ろ， 1 ．欝 从 が 最 初 か ら蔦 く，中 傾 斜

で 直線 的 に．．ヒ昇す る 閲返，1［．【 ∫点が 取 初は 低 く， 中 煩

宗1C 直襖的に 上昇す る岡題，皿t．得点が 最叨 か ら面 く，

桜傾斜で 上 昇す る ］1　P！題。W 、取 澱 ナ得 点が 低 く， 緩 傾斜

で 上 ノ1 歩る 圃題 の 4 弧型が 見 出さ れ る。涯副 な ， 望 ま し

い 進歩が 見られ る 1．お よび 1 ．の 煩 型 に 属する問題は

運 山を 開題文 か ら探す，代名 詞 が 指 示す る もの を 探す，

題名を 見つ け る な どで あ り，進歩 の 妊 い 皿．IV．の 類型

に ♂す る閥題は ， 雕飯的なお きか えに よ つ て は 正 答で き

な い 性蹟 の 闇魑 で あ る 。 こ の よ うな こ と か ら，文章全 偉 が

表 「し よ 5 とす る ．態 の 把 1  根本 的 な 瑚 1は，小 学 校 時

代 に は まつ た くf．　Jj で あ り，中 学生 に な つ て も，こ み 入

つ て く る と驚くほ ど困 帚で あ る，と細 論 し て い る 。 （！l），

  ，〔16〕は 1953年 か ら，7 年 1：ナ画 で お こ な わ れ て い る
”
言

語fi力の 発崖 に L鶏す る ，vj 査研究
”

の 中同譲告 で あ る。小

学校 入 学後 本絡的，自主的な読 み 力 冂∫能 と な るee！！．ゴは 窮

／学   の 前期 末 （10月 叩 旬） で あつ て ，そ の 後 2 年 生 の

終 りまで に ， 短丈の 懸勘 人駒，情景の 把握 は 容易 とな る

が ，ま と め て ど うい うか ，ど うい う筋で あつ た か の 雌 解

は まだ 掴莞 で あ り， 丈 の か くれ た 意昧 の 把 握 ， 叙述 の 細

部に 江忌す る こ と は 岐も困柴Lで め つ て ， 2 奇 柱終 了時 で

1“ま だ
一1分で な い と し て い る 。中 学年 （3 ・4 ・r生）で

の 晃解 テ ス トの 結果 に よ る と，杢体 と して 順調 な 発達 が

見 られ ， 大 意の 把掛，1ず 定 の 事実な つ か む と い うよ うな

誌鯏 舶 旨は だ い た い 儿 成 して い る。感 想 を 青く こ と が で

き，文段 に 分け る こ と もわ か りやす い 文章で はだ い た い

＼ ぎる が，主越や 愴 緒に ふ れ る 能 力 は 進歩 し て い るが 十

分で な く ， 文 脈 か ら特突 の 話 の 用 法や 息 昧 を と らえ る こ

と は 丈脈や 語 の 性 貞 に よつ て 違 い ，丘 確なもの を 要求す

る時に は ま だ 国 雄 で あ る と して い る。

　 全 体 と して の 。売解 力 の 発 達 を，同
一一一・

の 問題も し くは ，

それ ぞ れ の ＋ 督段瀞 こ迦合する よ う
・に 作 成 され た 陶題を
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異な る年令毆 階 に 適 用 して 研究 した 結果 ぽ 次 の と お りで

あ る。小 字 校 1 乍生 か ら高尋学校 3 年 生 ま で を 刈象 と し

た 叫 に よれ ば，こ の テ．ス 5 に 関す る隈り，中学 1 年が 最

も悪 く，中学 2e3 ギで 非
’
11、 vこ

・1ウび て い る と して い る。

小学校 4 年 生〜中学校 3 年 生 の 緬 」記 ゴ・の 写 声
刀

度 を凋 呑

し た 〔13）G ま，中 掌 2 年 地 で 謡 事 の 半 分 く らい が 即 解 さ れ

る よ うに な P ， また 中学 1 年 と 2 年 と の 旧の 差 が Elだ

つ ．誌 書能 力 診断 旗査 に よつ て
一
『査 した と こ ろ に よ る と

亠
解 力 は

．一・
様 な 発 達 を示 して い る とい うこ と で あ る  v

小 学校 2 年 生〜6 ／

t．二 を 対象 と した 凋査 軌こ よ る と，2

年 と 3年 の 同 に 顕 イな発止 が 冒   れ，3 隼 と 窪隼 の 目 に

そ の 遅 飼 が 話め られ る と い うこ とは ， 羽 査1に 川 い られ ンヒ

．At材 の 何 類，。乂 ［・］の い か ん を 問 わ ず，　 J［
、遣 で あ る と して

い る 。 小学校児竜 にっ い て の 凋査細 に よ る と，1 年 生 で

は，幸
陣

お，
一
「
句，内 容 の 理 解 の 39 一

の バ ブ ン ス カ　．れ て

お り，2 年 上 以 後 で は ミ人 字 が・一賃 して よ く，π
句，内弊 の

珥 解 1．：それ に 伴な つ て 伸Jtて は い な い 力支
， 文の

二’
解

・
毅

に つ い て は こ の こ と は い え な い と して い る。小 ・i［［帽 萄

等学陵の 岐h 艶年 の 児 露 生 徒 を 幻 象 と した 冂秤 0は ，小

・中 学 校 二 お い て は ， 要 点 と か ね らい を把 1
．
…す る 能 力，

文脈 ど 把多ミす る能 力 が 欠 け て ヨ リ，出雇 の 茨求
’

存 ．
こ 対

して 成 1よが 掌
’
劉＿劣 り，待に 中   使 に お け る評レ の 伸 び

ゼ ，，副 峰に 閣 す る同唖 の 査 1工
．−
E：谷 干 か ら．児て も ， 小 e

中共通問題 ， 中 ・
」八通問逗の τE答 率 の 比 耘 か ら 晃 て

　 ，著 し く惇 窄 して い る こ とを 量
ご…tL こし ， 高 与 ｝校に お い

て 宝 じめ
』
ご

， 裁 木 され た オe；に ∫1亅達 して い る とい う。尋

8 以一Eの 読方 劣 等 児 」

’
こ 1／L 方 テ ス トを 1世しブこ、詞杢 　に ．よる

と ， 識 可玩釈 丿」 と文 ，塀 力は ， 尋 5 。6 年 こ お い て 調

博 自勺に 発逹す る と い う こ と で あ る cIII に ょれば ，．1点 r ）

才己握 と 大意の 把握 と で は 発達 の 反 を 皿に す る け れ ど も，

9t 　4 〜 マ 5 岡の 発辻 が 大で あ るの に ， 、暢 と、56 問 に あ

ま り迄歩が 見 られ な い こ と は 1．者に 集通 で あ る と し て い

る。［佃 に よ る と，セ ン テ ン ス 。パ ラ グ ラ フ の 理 解 に お い

て は，巾学 2 年土 と 3 弁生 と の 1」に 飛 蹄 的 発逮 が あ り，

また，中 Jr2 年生 は ほ ぼ
一

般 b£ 入に 畜し い 正 莟考．を示 し

て い る と い うn

　 〔2〕は 小学校 3 年〜6 年 の 児 童 を SJ象 と L ，そ れ ぞ れ の

学 1二に 応 じ た 1
’
」谷 と形 式 の 生 活丈を 認 ませ ，丈意の 把1［

指 示 代 名 lr・dの 指 示 内容 の 早解 ， 文 中 の 主 語の ∴ 滴 ， 丈 の

中心 語 匂 の 意味 の 解釈 ， 女 点 の 把 姪 につ い 礼 刀査 した と

こ ろ，大 息 で は 3 年 と 4 乍 との 闘 に は 顕 孑な 進 か カミ見 ら

れ る が，4 年 以 後で は 進歩 が 娩 る こ と ，指 丁 語 で は 4 。

5 年 で やや低
一
ドし ， 主 語 で は 4年でい ち じ る し く低 「す

る が，その 他 の 学乍で
．
は 平板的な 推移 ガ 見られ る こ と，

語釈は 徐 々 に 上 昇 し， 要 点 の 把握で は だ い た い きド板的 な

推移が ．見られ る こ と，な どの 結果を行 匸い る。伽：1は ，丈

早 解択 力 は 2 年 と 5 年で 著 し く発達 す る こ と，丈音 内容

の 事実的 解執 は 3 年 で で ぎる が ，意味 の 解 釈 は 5f ’に な

らない とで きな い こ と か ら，尋夬 の 理 解 よ り　意味の 理

解が 甲 ｛で あ る こ と を 指 li，．して い る。

　 〔8〕　 ノし解の っ まず きの 厚因 と して デげ られて い る も

の な 列 斉す れば次 の よ うて あ る。一一
般 に η釈 の 碍

．
，準は，

文 法 ，／，iな 疋 しい 理 解 の 低い こ と に あ る〔2C） 印負 的 な 事夬

に とらわ れ る ， L観 的 に 事実を 伽 縦 す る，生 活終険 と丈

中の 事 夫 ぐ批 同する，曽感 r ）后理 11勺判断 を
ヒ
「ぐそ うとす る

幽。文「金 1イ
’
を よ く考 えず，切 つ て

“
な らな い と こ ろ で

夊 望 を 切 つ て pJhts
’，1，分 の 考えを最影 し て 疏 む，修飾語

と被修
ハ ll

の 闘 1系づ けを
’
まち が え る，ほ の め か され て い

る訟味 が つ か め な い 〔3）。P呂〕は ，　 tj査門邊 Z） 于 材 と な つ て

い る 文卑 に つ い て ，話の 肖を 腆序 だて て 〕］、；生 て （ る よ う
’
に 読 ん で い な い こ と，肖 に 答えるた め に ，文 の ど こ を

一『・

め ば よい ガ 丿 か らぬ こ と，問だりを 砺 ん で ，文巾 に こ れ

な 山 1 づ け な い て 答 え る こ と，の 3 点 でつ まずき壁）厂 醫

と して 指 柄 して い る 。畷 は ，　 k 灯 i文 の い ずれ 糧 お い

て
7
　 つ まず ざ の 1 国 ぱ，謖 と 温 の 相左 違二3」と い う こ と

よ りも　丈 と 女の Jll　Jr：迎 関 乙 と らえ る こ と の 未 讌 さに あ

る と い つ て よい と して い る．

　 〔9 〕　読 解 力 OIAit 、ぱ に つ い て の 美 1魂的 研 究は
．
轡 臥こ

少 な い 、、す な わ t ，読   力 を 伸 ⊥ぐ 3 る ♪ え に 効 呆 が あ る

と ≠ えられ．る特定 の 忙専 法 に よつ て ，A ・群 と紺
・1「搾 と

を
一

父しJ、剛 旨辱 し，こ 牙
ド
しらの 両 ．岡 成　 L 匕較す る こ と

に よ つ て s そ の 特 定 の 指 ∵訟 の 適 否 を llノ、討す る と い うよ

う獄 方 7Jで ，指轉 1ブ ）研究をお こ なつ た う の は 『 出され

な い よ うで あ る e

　 謁に お い て は ， まず診断テ ス トを 夬厄 して ， 小 学 校 の

各学午 ご と に つ まずきの りr在 を rl］ら カ に し ， そ れ らの つ

まずきり ．1正 す る た め に 適 切
▽Ctあ る と

．
〆え られ る

゜
這 法

を L ：し ， 次 ド度の ・
略 羊 rの 兄 琶を ユ 广間 そ の 指導沙

に よ つ て 釦 厚 した 。第 3 望 vJ の 半 ば に ，9f，＿の 指 レ乞 加

えた 溶年 の 児毫 に 幻 して ，

．
II∫と 同一一．・の 診 断 テ ス トを 翼池

し た と こ ろ ，
つ まずきの f、g 所 に ｝

『
侭 とん ど父 化 が な か つ

た が 灰、｛は ［
’
亠上 し て い た 。 こ の 笑 喰 で は ，牝虍の 酒 陰を

加え る1亅」の 読解力が
’
：S さえられて ：S らず， した が つ て 前

年皮 に珍 1釿テ ス ト を うi・ナゾし身＿liと ，　丿に験工k団の fi旨丿Jノ懸カミ

リ．．）か ごな い の で ，こ の ．繪 果 乞 』つ て た だち に そ の 指 鼻

怯 の 有効 「輦を 云 々 す る こ と は で ぎな い 。

（1958年二9 月29 日受 斥高）
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